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職業能力開発総合大学校

中村友基

マイクロティーチングの省察を
活発化させるシステムの検討
（発話内容と熱意の可視化）

1

マイクロティーチングとは？

スタンフォード大学のAllenが開発した（1967）
・本物の生徒を集め
・5～10分の短い授業を
・教師の特定の行動に絞って（話し方、板書など）
・同じ人物が複数回繰り返し実施する
・授業→省察（グループディスカッション）→指導案修正→授業・・・

一般的に「模擬授業」と呼ばれ、実施されている

マイクロティーチングは教員養成、現職教育に非常に効果が高い１）

2
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マイクロティーチングで何を養成するか？

教師と学習者による「見通しが立つ指導と学習」が学習効果が高い 1）

「見通しの立つ指導」とは？
明確な目標があり、適切な難易度で、綿密に計画された練習が行われ、

学習者の理解度を把握し、効果的なフィードバックが行われること

マイクロティーチング後のグループディスカッションで
「見通しの立つ指導」に関連した省察が必要となる。

3

「見通しの立つ指導」ができる職業訓練指導員を養成する

なぜ「わかりやすい」と感じたのか？

授業の核心部分の省察に至らない
授業の流れ、表現力、目標・狙い、話術、熱意など

研究の背景１
マイクロティーチングでは省察が重要である。しかし・・・

授業経験のない初学者は、表面的な印象に指摘が集中する
例） ①板書の見た目・・・「色分けされていて、見やすかった」

②教師の動き・・・・「下ばかり向いていた」
③声の大きさ・・・・「声が小さい、大きい」
④授業内容・・・・・「わかりやすかった」

4

見通しの立つ指導

p. 2
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研究の背景２

5

「教える」ではなく「発表」になる

自身の調べたことを淡々と話すのみに終始する

・何を伝えたいのか
・どこが大事なのか
・どこが難しいのか
・どのような流れが効果的か
・イメージしやすい比喩表現

このような事が意識されていない？

・教える相手が子どもではない
・教える内容が理解できていない

等が原因？

研究の背景３

近年のマイクロティーチングは

様子をビデオカメラで撮影し、
グループディスカッション中に映像をみながら省察に活用する

6

・１人１人のグループディスカッションに時間を要する
・対象者全員が教師役になれない（時間の不足）

p. 3
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先行研究（マイクロティーチングの支援）

①レスポンスアナライザを併用し、指摘箇所を即座に再生するシステムの開発2）

・指摘箇所以外の改善点の見逃しが発生
・指摘理由が表面的な印象であることは変わらない

7

②画像処理技術を使って教師の移動動作や
板書過程を静止画像上に可視化するシステムの開発3）

・「見通しの立つ指導」を意識した省察にまでは至れない

先行研究（省察について）

従来の省察の流れ

8

2

3

1

4

行為の振り返り

行為の選択肢の
拡大

試み

行為

p. 4
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先行研究（省察について）

ALACTモデル4）

9

2

3

4

1

5

行為の振り返り

本質的な諸相への
気づき

行為の選択肢の
拡大

試み

行為

なぜ、その行為が行われるか
という原因まで考えることが
重要

ALACTモデル(ｺﾙﾄﾊｰﾍﾝ 2010)

AIを用いた
「見通しの立つ指導」の養成を支援するシステムの開発

研究の目的

10
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マイクロティーチングで何を養成するか？（再掲）

教師と学習者による「見通しが立つ指導と学習」が学習効果が高い 1）

「見通しの立つ指導」とは？
明確な目標があり、適切な難易度で、綿密に計画された練習が行われ、

学習者の理解度を把握し、効果的なフィードバックが行われること

マイクロティーチング後のグループディスカッションで
「見通しの立つ指導」に関連した省察が必要となる。

11

「見通しの立つ指導」ができる職業訓練指導員を養成する必要がある

システム概要

12

「見通しの立つ指導」養成のパラメータ定義

・「教師の明瞭さ」 ：授業の展開・内容の分かりやすさ・話術
・「学習者への期待」：教育に責任をもって取り組む態度
・「指導の質」 ：授業の構成・展開

※パラメータは、ハッティの研究1)から「見通しの立つ指導」に効果量の高いものを選択した。

◆マイクロティーチングにおいて、何を省察させるのか？

省察促進を狙いとして、
授業内容（発話）や態度（熱意）を可視化するシステムを開発する

p. 6
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システム構成

13

教師役

受講者役

音声収集マイク

熱意
判定モジュール

単語解析
モジュール

発話速度
計算モジュール

音量解析
モジュール

音声認識
モジュール

学習データDB

音量値

発話数/min

推定結果

結果表示
モジュール

GUI

MT MT後の
検討会

情報提供による支援

模擬授業リフレクション支援システム

使用語句リスト
・使用単語（頻度）
・比喩表現
・問いかけ回数
・口癖
・沈黙時間 等

機械学習（教師あり）
データ例
・講師A（熱意：大）
・講師B（熱意：小）
・講師C（熱意：大）
・学生A（熱意：大）
・学生B（熱意：小）

・共起ネットワーク
・語句の使用頻度
・口癖
・発話速度
・声量
・熱意
・過去の自身のMTとの比較
・他者との比較

・共起ネットワーク
・語句の使用頻度
・口癖
・発話速度
・声量
・熱意
・過去の自身のMTとの比較
・他者との比較

システム構成（パラメータとの関連）

14

・「教師の明瞭さ」 ：授業の展開・内容の分かりやすさ・話術
・「学習者への期待」：教育に責任をもって取り組む態度
・「指導の質」 ：授業の構成・展開

結果表示
モジュール

学
習
者
へ
の
期
待

教師の明瞭さ

指導案の内容も併せて、
使用語句から構成等が推測可能

指導の質

p. 7
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システムの評価方法

本学では、マイクロティーチングに
指導観察用紙（左図）を使用し、省察に使用している。

15

支援システムによって、省察内容に変化が生じると予想する

評価（観察用紙とシステムの関連）

16

ハッティの研究結果より、本研究では以下のように定義する

◇教師の明瞭さ
・・・授業の展開・内容の分かりやすさ・話の聞き取りやすさ

◇学習者への期待
・・・教育に責任をもって取り組む態度

◇指導の質
・・・授業の構成・展開

観察用紙の記載内容を評価することで、
「見通しの立つ指導」に関連した省察を確認できる

・分かりやすく教えようとする姿勢
・熱意

＋指導案

p. 8
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システムの評価方法

17

■教育の効果量の評価
・担当教員の指導観察用紙の得点

■省察内容の変化と教育の効果量との相関
・記載されたコメント数の比較
・記載されたコメントを分類し、傾向を分析

■予想される結果
・省察に「教師の発言の意図、授業の進行、熱意」等に関連した

コメントが現れる
・教育の効果量が上昇する
・省察は促進されるが、教育の効果量が上昇しない可能性もある

職業訓練指導員の新人研修生を対象とする。

令和４年度生（２０名程度）は従来型のマイクロティーチングを実施

令和５年度生（２０名程度）には本システムを導入する。

各２０名を３～４名程度の小グループに分けて
マイクロティーチングを実施

研究の対象

18

p. 9
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AIによる発話判定の例

19

早稲田大学 GCS研究機構 知覚情報システム研究所 Tutorial English AIプロジェクト
対話指向英語スピーキング能力自動判定システムの開発

https://www.teai-waseda.jp/assessment/

システムの検討課題

【１】全てのマイクロティーチングに対してシステムを適用できるか？

【２】どのように熱意を判定するか？
①単純に音声を機械学習させるだけで、判定が可能か
②上記が難しい場合、熱意に相関のある、測定しやすいモノは何か？
③１０分程度の授業全体を１つとして熱意を判断するのか？

または、１分ごとに区切り判断をするのか？
（ある部分だけ情熱的に説明することも予想される）

20

p. 10
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システムの検討課題

【３】発話を判定する際は、場面を限定した方が良い

①熱意判断について、授業内容の限定が必要か？

②授業内容を限定する際の基準は？
＜場面の候補＞

・授業内容（例：電気→さらに細かく「オームの法則」など）
・授業展開（動機、提示、適用、評価）
・学習課題の種類（言語情報、知的技能など）

21

参考文献
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対話指向英語スピーキング能力自動判定システムの開発

https://www.teai-waseda.jp/assessment/

22
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ICTを活用する職業能力開発の構想 第1報

職業能力開発総合大学校

能力開発応用系 新井吾朗

http://araigoro.blog.jp/

araigoro@uitec.ac.jp

©2021 G.ARAI

目次

0 職業訓練のＩＣＴ化に係る指導技法等の開発研究

１ 第11次 職業能力開発基本計画

2 文部科学省の動向

3 デジタル庁の動向

4 教育データの標準化動向

5 職業能力開発ICT化の論点

2

1

2
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0 職業訓練のＩＣＴ化に係る指導技法等の開発研究

（1）デジタル技術を活用した訓練の新たな指導方法

（2） 実施方法

（3） 運営方法

職業訓練のICT化に係る指導技法等の開発研究会 設置要項

3

©2021 G.ARAI

指導方法中心の検討

4

Business Engineering Corporation社ウェブサイト
ｍｃｆｒａｍｅＭＯＴＩＯＮ紹介
https://info.mcframe.com/lp_vr-learning-
safety?utm_source=google&utm_medium=cpc&ut
m_campaign=google-search-vr-learning-kenzai
20211113確認

3

4

p. 13
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日本人の働き方の再デザイン 考えなければいけないことは？

5

YouTube チャンネル日経テレ東大学 2021/10/03 確認 1:47より
https://www.youtube.com/watch?v=npSLUtgxk14&t=123s

©2021 G.ARAI

1 第11次 職業能力開発基本計画

教育分野において…

一人ひとりの能力や適性に応じて個別最適化された学びの実現に向けた取組が進め
られている

職業能力開発分野においても、…

A受け手の利便性やB職業能力開発の効果を高める観点から…

通信環境の変化も踏まえつつ、新しい技術を積極的に取り入れながら職業訓練を進め
ていく必要がある。

オンラインによる公的●職業訓練の一層の普及を図るため

オンライン訓練の実施状況や訓練効果等を把握・分析した上で、更なる活用方策を検
討する。

また、B訓練内容の高度化やAB訓練実施の効率化を図るため、

新たなIT技術（B：AR・VR技術を活用した訓練、A受講管理システム等）の導入に向け
て、訓練手法の開発・検証等を進める。

第３部職業能力開発の方向性と基本的施策 １産業構造・社会環境の変化を踏まえた職業能力開発の推進 （２） ITや新たな技術を活用した職業訓練等の推進

6

5

6

p. 14
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1 第11次職業能力開発基本計画(ICT化検討の枠組み)

11次
基本計
画

・受け手の利便性 ・職業能力開発の効果

・訓練実施の効率化
・訓練内
容の高度
化

受講者 企業
省
/構
/関

訓練
事務

指導員

企画
/計画

コンテン
ツ
共有

実施 指導方法

受講管理システム
AR・VR技術を活用した訓練

7

©2021 G.ARAI

2 文部科学省の動向

8

方針
全体枠組み

情報教育
内容

教育での
活用

基盤整備

校務での
活用

7

8

p. 15
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文科省が提供する資料 教育の情報化に関する方針

9

©2021 G.ARAI

文科省が提供する資料 情報教育の推進

10

9

10

p. 16
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文科省が提供する資料 教科指導におけるICT活用

11

©2021 G.ARAI

文科省が提供する資料 教科指導におけるICT活用

12啓林館ウェブサイト https://mathnavi.net/h28/ 20211113確認

11

12

p. 17
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文科省が提供する資料 教育の情報化に関する基盤整備

13

©2021 G.ARAI

3 デジタル庁の動向

• データ戦略
最大のデータ保有者である行政機関自身が国全体の最大のプラットフォームとなるべく、デー
タの分散管理を基本として、包括的データ戦略の実装（トラスト基盤の構築、基盤データの整備
、データ連携を可能とするシステム構築など）に取り組みます。これにより、行政手続のワンス
オンリーを実現するとともに、新たな価値の創出を目指します。

首相官邸 デジタル・ガバメント閣僚会議 データ戦略タスクフォース第一次とりまとめ令和２
年 12 月 21 日

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/dgov/dai10/siryou_a.pdf

II コンセプト (１. データ戦略のビジョン 、２. データ戦略の理念とデータ活用の原則、３. データ戦略のアーキテクチャ、
４. これまでの関連戦略との関係性）

III 喫緊に取組むこと
１. 基盤となるデータの整備
(2)カタログサイト／ID／コードの整備、(3)ベース・レジストリ整備の推進、(4)その他基盤データの整備の推進 、
(5)オープンデータの推進、 (6)包括的なデータマネジメントの推進)
２. プラットフォームの整備
３. トラストの枠組みの整備

首相官邸 高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部（ＩＴ総合戦略本部） 官民データ活用
推進戦略会議 包括的データ戦略 令和３年（2021 年）６月 15 日
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/20210615/siryou11.pdf

14

13

14

p. 18



8©2021 G.ARAI

©2021 G.ARAI

4 教育データの標準化動向
• 教育データの利活用に関する有識者会議 令和3年3月31日

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/158/index.html

教育データの利活用に係る論点整理（中間まとめ）
https://www.mext.go.jp/content/20210331-mxt_syoto01-000013887_1.pdf

第3回（第3回）会議資料 【資料１】緒方委員発表資料 (PDF:2.9MB) PDF 教育データの利活用について
https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/20201120-mxt_syoto01-000011202-01.pdf

• 内閣府 教育再生実行会議 デジタル化タスクフォース （第５回）配布資料
デジタル化タスクフォース 主な課題の整理（案）（PDF／3,243KB）PDF
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kyouikusaisei/jikkoukaigi_wg/digital_tf/dai5/sankou2.pdf

教育のデジタル化に関する主な取組について令和２年１０月２１日文部科科学省
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kyouikusaisei/jikkoukaigi_wg/digital_tf/dai1/siryou2.pdf

・ 教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン 令和3年5月 文部科学省

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1397369.htm

• 「学校が保護者等に求める押印の見直し及び学校・保護者等間における連絡手段のデジタル化の推進について令和２年10月20日（通知）」 文部科学省

• https://www.mext.go.jp/content/20210112-mxt_gyoukaku-000012094_6.pdf

• METI 学びと社会の連携促進事業（「未来の教室」（学びの場）創出事業）
https://www.meti.go.jp/information/publicoffer/ikenboshu/2021/i210208002.html

• 総務省 「教育ICTガイドブック Ver.1」及び「教育クラウドプラットフォーム参考仕様」
https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu05_02000097.html

•

•

15
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文部科学省 教育データの標準化について

• 文部科学省 教育データの標準化について
https://www.mext.go.jp/content/20201016-mxt_syoto01-000010374_1.pdf

16

15

16
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国際標準化 IMS

IMS

CASE(Competencies and Academic Standards Exchange）：
学習スタンダードおよび/またはコンピテンシーに関する情報の交換を実
現する方法の定義

Caliper Analytics：
アプリの実行時間・操作履歴・学習成績等のログ、教材・アプリの枠を
超えた学習活動の可視化や分析

Digital Badge：
学習成果に関する標準化されたメタデータを埋め込むことにより、検証
可能なスキルや資格情報のポータビリティを高めた学習・人財コミュニ
ケーション

LTI(Learning Tools Interoperability):
教材・アプリ間での認証連携（シングルサインオン）や、連携後のアプ
リ間でのユーザー情報、成績、教材へのリンク等の交換

OneRoaster：教員・児童/生徒や、クラスなどの情報の交換、児童・生
徒の成績や、教材情報の交換
IMS GLOBAL:http://www.imsglobal.org/

CASE:https://www.imsglobal.org/sites/default/files/CASE/casev1p0/information_model/caseservicev1p0_infomodelv1p0.html#Main2p
1

17

©2021 G.ARAI

文部科学省 学習指導要領コードについて

18

問題意識：
学習履歴の、
サービス間の横串を通した利活用

文部科学省ウェブサイト 教育データ標準
https://www.mext.go.jp/content/20201016-mxt_syoto01-000010374_3.pdf
20211113 確認

学習指導要領
各項目ごとのナンバリング

17

18

p. 20
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5 職業能力開発ICT化の論点（ICT化場面の枠組み）

11次
基本計画

基盤
整備センター
検討課題

・受け手の利便性 ・職業能力開発の効果

・訓練実施の効率化
・訓練内容の
高度化

受講者 企業
省/構/
関

訓練
事務

指導員

企画/計画 コンテンツ 実施 指導方法

受講管理システム AR・VR技術を活用した訓練
ICT機器の活用
により訓練効果
の向上が見込
まれる場面

・教材の作
成、共有、
利用、収集

・訓練実施環
境

・教材、学習
の提供

・訓練実施結
果(評価・履
修）の整理

・学習内容に
応じた効果
的教材、機
材

実技、実習の中
でオンライン訓
練により代替可
能な部分の抽
出について

LMS活用により
実現する職業
訓練の効果的
な運用方法に
ついて

・訓練の内容/時
期/時間/期間/場
所の多様化

・訓練の認定の
多様化

・修了の認定の
実質化

・訓練
実施状
況の分
析
・企画

・受講
管理事
務

・関係
機関と
の情報
共有

・ニーズ把
握
・訓練計画

19

©2021 G.ARAI

5 職業能力開発ICT化の論点（ICT化場面の枠組み
・受け手の利便性 ・職業能力開発の効果

・訓練実施の効率化
・訓練内容の高

度化受講者 企業 省/構/関
訓練
事務

指導員

企画/計画 コンテンツ 実施

・訓練の内容/時期/
時間/期間/場所の
多様化

・訓練の認定の多様
化

・修了の認定の実質
化

・訓練実
施状況
の分析
・企画

・受講管
理事務

・関係機
関との情
報共有

・ニーズ把握
・訓練計画

・教材の作成、
共有、利用、
収集

・訓練実施環境

・教材、学習の
提供

・訓練実施結果
(評価・履修）の
整理

・学習内容に応
じた効果的教材、
機材

・能力の管理
・訓練の検索・選択
・受講/単位認定方
法

認定する単位、認
定方法
・修了認定の実質化

・ユニットの組み合
わせ
・職業標準/能力評
価との連携
・受講環境(端末・通
信など)

・行政実
施状況
の直接
把握

・行政企
画に必
要な情
報の直
接収集

・受講案
内、受付、
登録(科
目まで)
・管理項
目/方法
・管理項
目の連携
利用/保
護

・訓練情報の
蓄積利活用

・職業能力開
発研究への
データ利用

・教材バンク
・各分野(知
識・技能・態
度)の教材提
供
・著作権
・部分利用

＊次項

・訓練手法(対
面授業、オンデ
マンドビデオ/教
材、実務との組
合せなど)
・効果的な教材
(VR/AR、モデ
ル化、シミュ
レーション、シ
ミュレーターな
ど)

20

19

20

p. 21
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5 職業能力開発ICT化の論点

21

・訓練実施

・授業実施準備環境
・受講者数に応じた通信環境
・訓練提供環境(LMS:提供できる教材、表示方法など)
・訓練ツール(対面会話、協働作業管理(掲示板・ホワ
イトボード・プロジェクト管理など)) 
・受講状況(学習態度など)の把握
・受講状況(LMS:出欠・評価の集計など)
の把握
・受講の支援(コミュニケーション)

©2021 G.ARAI

求人情報
日本版
O-net

5 職業能力開発ICT化の論点
（データの共有化と利用シーン）

22

学習者個人
情報

訓練コース
情報

科目ユニット
情報

能力体系
情報

受講履歴

教材情報

機構能開施設

都道府県
能開施設

認定能開施設

実践型人材養成
訓練実施企業

コンテンツ
プロバイダー

厚労省

機構

自治体

受講者

ハロワ
キャリコン

所属企業
採用企業

職業情報

資格情報

LMS手続
管理

訓練検索
能力
管理

従業員
受講履歴

訓練
計画

受講
管理

LMS

統計

統計

受講
管理

企画

採用
マッチ

採用
マッチ

採用情報

21

22

p. 22
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現行の課題（1） 組織・業務ごとの情報保持

23

機構能開施設

都道府県
能開施設

認定能開施設

実践型人材養成
訓練実施企業

厚労省

機構

自治体

受講者

ハロワ
キャリコン

所属企業
採用企業

LMS手続
管理

訓練検索
能力
管理

統計

受講
管理

企画

採用
マッチ

採用
マッチ

©2021 G.ARAI
24

学習者
学習の目標

教育訓練機関
教育訓練の目標

企業・雇用主・委託者
処遇・委託の基準

職業資格(制度) ＝
能力の(1)標準・(2)試験/公証・(3)評価（処遇・委託）

独自の基準を設定独自の基準を設定

技能検定
試験基準細目

訓練基準
システム・ユニット

能力の(1)標準

職業に必要な
能力の標準として、
合意されていない
職業能力体系

職業能力評価基準

現行の課題（2） 各種の情報をつなぐキーの不在

23

24

p. 23
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基盤整備センターウェブサイト データベース
https://www.tetras.uitec.jeed.go.jp/database/

25

仕事と教科の関係 

システムユニット訓練 電気・電子系 

No.13 生産システム技術科  

https://www.tetras.uitec.jeed.go.jp/files/database/rishokusha/work_and_subject_html/CM_R1_E_1.html

生産システム技術科 
     

       

部門 

        レ

ベル 

 職務 

Ｌ１ Ｌ２ 

           

設計・開発 電気設備設計 
  

 
 

配電盤・制御機器設計 

    
  

 
  

    
  

 
 

ES353 制御盤製作 

[制御盤の仕様] 

[制御盤製図] 

    
  

 
 

Esub110 配電盤製図 

    
  

 
 

Esub311 制御盤設計技術 

    
  

 
  

           

基盤整備センター 統計・事例 職業能力の体系 

食品機械・同装置製造業 33 ｰ①自動機・ライン製造業 様式 4 

https://www.tetras.uitec.jeed.go.jp/files/statistics/system_list/e-102-youshiki_4.xls 

59 電気設計 Ｌ２ 制御システム設計 

60 電気設計 Ｌ２ プログラム設計 

61 電気設計 Ｌ２ 制御盤設計 

62 電気設計 Ｌ１ 電気製図 

63 電気設計 Ｌ２ 試験検査表作成 

 

©2021 G.ARAI

基盤整備センターウェブサイト データベース
https://www.tetras.uitec.jeed.go.jp/database/

26

基盤整備センター 統計・事例 職業能力の体系 

食品機械・同装置製造業 33 ｰ①自動機・ライン製造業 様式 4 

https://www.tetras.uitec.jeed.go.jp/files/statistics/system_list/e-102-youshiki_4.xls

59 電気設計 Ｌ２ 制御システム設計 

60 電気設計 Ｌ２ プログラム設計 

61 電気設計 Ｌ２ 制御盤設計 

62 電気設計 Ｌ１ 電気製図 

63 電気設計 Ｌ２ 試験検査表作成 

 

基盤整備センター データベース 離職者訓練情報 

システム・ユニット訓練カリキュラム情報一覧 

No.13 生産システム技術科 仕上がり像 C 制御装置の製作及び保全・改善ができる。     

ES353 

制 御

盤 製

作 

制 御 盤 製作

にかかる仕様

書の作成、設

計、加工、配

線 等 に 関 す

る 技 能 及 び

関 連 知 識 を

習得する。 

EU107-

0450-1 
制御盤の仕様 

仕様の検討、機器の選定、仕様書の作成、安全

衛生 

EU302-

0240-1 
電気図面の見方 

電気製図の基本、結線図、図面の種類、安全衛

生 

EU107-

0440-1 
制御盤製図 仕様の確認、図面作成、安全衛生 

EU107-

0460-1 

制御盤加工・機器の

取付け 

加工に用いる器工具、寸法穴あけ加工、機器の

取付け、安全衛生 

EU302-

0250-1 
配電・配線 

過電流の保護、ダクト配線、束配線、評価・試

験、安全衛生 

  
応 用 課 題 （ 課 題

名：          ） 
  

 

基盤整備センター 統計・事例 職業能力の体系 

配電盤・制御盤製造業 様式 4 

https://www.tetras.uitec.jeed.go.jp/files/statistics/system_list/e-106-youshiki_4.xls 

11 電気設計 Ｌ３ 納入先への発送前の管理ができる 

12 電気設計 Ｌ２ 回路設計 

13 電気設計 Ｌ２ レイアウト設計 

 

ユニット 制御盤製図 

到達水準 

(1)仕様書からシーケンス図を作成することができること 

(2)シーケンス図から外観図を作成することができること 

(3)シーケンス図から結線図を作成することができること 

(4)安全衛生作業ができること 

 

能力要素(仕事) 電気製図 

能力要素の細目(作業) 能力要素の細目の内容 

1 配線図作成 1 電気配線図の作成ができる   

    シーケンス図・配線図の書き方について知っている

    各種制御器具の図記号について知っている 

   2 専用 CAD ソフトの操作ができる 

    製図機能を知っている   

    図面作成方法を知っている 

 

仕  事 回路設計 

作  業 作業に必要な主な知識及び技能・技術（主な動作とそのポイント）

1 幹線設計 1 打合せができる 

2 分岐回路設計 1 各分岐回路ごとの負荷容量の計算ができる 

3 シーケンス回路設計 1 制御回路の設計ができる 

    

6 図面作成 1 配電盤の結線図を作成できる 

    各種配線図の図記号を知っている 

    単線結線図を知っている 

    複線結線図を知っている 

   2 制御盤の接続図を作成できる 

   3 図面の管理ができる 

   4 CAD 操作ができる 

 

システム・ユニット

体系2

体系1

25
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1

「技能と技術」誌の
現状と課題

― 技能の科学の構築をめざして

⽬次
Ⅰ はじめに
Ⅱ 「技能と技術」誌の現状

⽬的、時代背景、発⾏状況
Ⅲ 「技能と技術」誌の課題

活版、ｵﾌｾｯﾄ、DTP・電⼦書籍
Ⅳ おわりに

1

2

p. 25
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2

Ⅰ はじめに

•昭和41年に第1号を発刊
•その後、約55年間で3００号の発⾏
• 10年ごと、4期に分けて、特徴を分析
•短⼤校化、⼤学校化、能開機構廃⽌後

課題はﾏﾝﾊﾟﾜｰ不⾜?!
いつでも、どこでも、だれでも

投稿できるように

Ⅱ 「技能と技術」誌の現状

その⽬的、時代背景、発⾏状況

3

4
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3

１ 「技能と技術」誌の⽬的

（発⾏⽅針）
•職業能⼒開発に関する成果を
•訓練担当者に周知すること

訓練内容の充実を図るとともに
相互の交流と資質向上に寄与すること

２ 時代背景

•設置主体（事業団→機構）
•職業能⼒開発総合⼤学校
•基盤整備センター
•「技能と技術」誌の変遷

5

6
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4

表１ 職業⼤及び基盤センターの沿⾰

表２ 基盤ｾﾝﾀｰと「技能と技術」誌の変遷

7

8
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5

３ 「技能と技術」誌発⾏状況

Ⅲ 「技能と技術」誌の課題

活版、ｵﾌｾｯﾄ、DTP、電⼦出版

9
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図１ 「技能と技術」誌（創刊号）

図2 「技能と技術」誌（最新号）

11
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１ 活版印刷時代（1980年代頃）

２ ｵﾌｾｯﾄ印刷時代（1990年代頃）

13

14
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8

３ DTP移⾏時代（2000年代頃）

４ 電⼦書籍時代（2010年代頃）

15

16
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9

５ 「技能と技術」の課題

•いつでも︓時代背景→職業⽣涯

•どこでも︓転勤制度→全国

•だれでも︓影響⼒は︖

Ⅳ おわりに

いつでも、どこでも、だれでも

17

18
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10

Ⅳ おわりに

•いつでも︓ライフステージ

•どこでも︓スケールメリット

•だれでも︓サポーター︖

【参考⽂献】

• (1) 砂⽥栄光、釧路通信（短信）、技能と技術、1980年4号、
pp32-33

• (2) 砂⽥栄光、釧路通信（短信）、技能と技術、1982年5号、
pp68-69

• (3) 砂⽥栄光、PROTSリーダー研修奮闘記（体験記）、技能と
技術、1992年1号、pp75-80

• (4) 森和夫、砂⽥栄光、「実験」と「実習」の考え⽅・進め⽅
（PROTS指導技術講座連載第2回）、技能と技術、1992年3号、
pp 66-69

19

20

p. 34



2021/11/11

11

【参考⽂献】

• (5) 森和夫、砂⽥栄光、講義の考え⽅・進め⽅（PROTS指導技
術講座連載第5回）、技能と技術、1992年6号、pp 68-71

• (6) 森和夫、砂⽥栄光、訓練評価の考え⽅・進め⽅（PROTS指
導技術講座連載第9回）、技能と技術、1993年4号、pp 76-79

• (7) 砂⽥栄光、公共職業能⼒開発におけるホワイトカラーの
Off-JTについて-情報サービス産業における能⼒開発セミナーの
分析から-（特集︓ホワイトカラーの能⼒開発2）、技能と技術、
1998年6号、pp 4-6

• (8) ⾕⼝雄治、砂⽥栄光、技術系ホワイトカラーのキャリアの
特徴と類型〜継続教育・キャリア形成のために〜（研究発表）、
2005年2号、pp 58-68

【参考⽂献】

• (9) 砂⽥栄光、⽥中萬年・⼤⽊栄⼀編著『働く⼈の「学習」
論』を読んで－第11回エルゴナジー研究会 指定討論会より－
（図書紹介）、技能と技術、2006年2号、pp63-64

• (10) 秦啓祐、砂⽥栄光、岡部敏弘、ものづくりと環境問題（教
材報告）、技能と技術、2008年1号、pp 54-58

• (11) 太⽥正廣、砂⽥栄光、PPM⼿法による⼤学校経営－2010
年度における関東能開⼤の評価改善事例から－（研究報告）、
技能と技術、2012年1号、pp 31-36
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